
平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

四

一

八

号

国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の
支
分
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
質
問
主
意

書

提

出

者

大

西

健

介
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国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の
支
分
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
質
問
主
意

書

厚
生
労
働
省
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
裁
定
の
通
知
に
際
し
て
、
遡
及
五
年
を
超
え
る
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
「
時
効
消

滅
に
よ
り
お
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
記
載
し
た
年
金
決
定
通
知
書
を
通
知
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、
保
険
者
の
裁
定
を
受
け
る
ま
で
は
、
支
分
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
支

分
権
は
未
だ
具
体
化
し
て
い
な
い
た
め
、
支
分
権
に
つ
い
て
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
は
、
保
険
者
に
よ
る
裁
定
が
受
給
権
者
に

通
知
さ
れ
た
時
点
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
遡
及
五
年
を
超
え
る
障
害
基
礎
年
金
の
消
滅
時

効
完
成
を
理
由
に
不
支
給
と
し
た
通
知
を
取
消
し
、
遡
及
し
て
障
害
基
礎
年
金
の
支
払
い
を
求
め
る
異
議
申
立
て
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
厚
生
労
働
省
は
、
年
金
裁
定
通
知
書
の
「
時
効
消
滅
に
よ
り
お
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
付
記
は
、
裁
定
の

通
知
に
際
し
、
事
実
の
通
知
と
し
て
「
年
金
は
時
効
消
滅
に
よ
り
支
払
わ
れ
な
い
」
旨
の
見
解
を
書
面
に
付
記
し
た
も
の
に
過

ぎ
ず
、
行
政
不
服
審
査
法
の
異
議
申
立
て
の
対
象
と
な
る
「
行
政
庁
の
処
分
」
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
、
異
議
申
立
て
を
却

下
し
て
い
る
。
（
厚
生
労
働
省
発
年
〇
七
〇
三
第
一
号
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
決
定
書
他
）

一



一
方
、
遡
及
五
年
を
超
え
る
障
害
基
礎
年
金
の
消
滅
時
効
完
成
を
理
由
に
不
支
給
と
し
た
厚
生
労
働
省
の
処
分
を
不
服
と
し

て
、
社
会
保
険
審
査
会
に
対
し
て
行
わ
れ
た
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
審
査
会
は
受
理
し
た
上
で
、
「
権
利
者
が

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
事
実
上
な
い
し
主
観
的
な
障
害
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事

情
は
時
効
の
進
行
は
妨
げ
な
い
」
と
し
て
、
再
審
査
請
求
に
は
理
由
が
な
く
棄
却
す
る
と
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。
（
社
会
保

険
審
査
会
平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
平
成
二
十
四
年
（
国
）
第
二
六
四
号
裁
決
書
他
）

同
様
の
事
案
に
対
し
て
、
社
会
保
険
審
査
会
が
少
な
く
と
も
受
理
し
た
上
で
棄
却
の
判
断
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
厚
生

労
働
省
が
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
異
議
申
立
て
を
却
下
し
、
門
前
払
い
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
行
政
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
道

を
違
法
に
閉
ざ
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
厚
生
労
働

省
の
却
下
の
決
定
と
、
再
審
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
会
の
棄
却
の
裁
決
が
矛
盾
し
た
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
る
理
由
、

お
よ
び
厚
生
労
働
省
に
よ
る
却
下
の
決
定
は
行
政
不
服
審
査
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
違
法
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に
対
す
る
政

府
の
見
解
を
明
ら
か
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


